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18 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
力を継続していきたい。
　京都大学地域研究統合情報センターには、地域情
報学プロジェクトおよび「災害対応の地域研究」プロ
ジェクトを中心に、教職員のみなさんに積極的なご協
力いただいた。また、科研費・基盤（A）「災害対応の地域
研究の創出──「防災スマトラ・モデル」の創出とその
実践的活用」の共同研究メンバーには、本シンポジウ
ム／ワークショップに参加して発表者や通訳などさ
まざまな役割を担っていただいた。
　最後に、本シンポジウム／ワークショップと直接の
関係はないが、トヨタ財団の研究助成についても特記
しておきたい。2004年12月のスマトラ沖地震・津波（イ
ンド洋津波）の発生に際して、筆者と西芳実、篠崎香織
（北九州市立大学）の３人がインドネシアやマレーシア
の新聞情報をもとに被災地の情報を提供するウェブ
サイトを立ち上げたとき、その維持管理と現地調査を
含む活動をトヨタ財団に助成していただいた。その助
成のおかげで3年間にわたってウェブサイトでの情報
提供を継続したことが筆者らのその後の災害対応研
究につながり、今回のアチェでのシンポジウム／ワー
クショップに結びついた。申請時には研究上も実践上
も災害対応の経験がまったくなかった筆者らの研究
プロジェクトに対し、わかりやすい研究成果が出る保
証がないにもかかわらず助成していただいたことは、
後に科研費等の外部資金によって活動資金が得られ
るようになるまでのあいだの活動を資金面で支えて
いただいただけでなく、自分たちでも先行きがわから
なかった筆者らの活動に意味があると世間に認めら
れているという心の支えを与えていただいた思いが
した。ここに記して感謝の意を表したい。
本報告書について
　シンポジウム／ワークショップ「災害遺産と創造的
復興──地域情報学の知見を活用して」の記録のた
め、当初は日本側とインドネシア（アチェ）側が合同で
二言語による報告書を作成することを検討したが、そ
れぞれの社会における報告書の位置づけなどの違い
のため、日本側で日本語の、インドネシア側でインド
ネシア語の報告書を作成し、日本側報告書にはインド
ネシア語の、インドネシア側報告書には日本語の要約
を添えることにした。本報告書は巻末付録にインドネ
シア語の要約が添えられている。なお、これらと別に、
日本側とインドネシア側の合同による英語版報告書
の作成も進められている。
記録映像について
　シンポジウム／ワークショップの内容をより幅広
い層の人々に伝えるため、本シンポジウム／ワーク
ショップでは映像による記録も行った。日本の下町を
舞台に「包摂と排除」を問う作品である『歓待』（2010年）
で東京国際映画祭日本映画・ある視点部門作品賞を受
賞した深田晃司監督がシンポジウム／ワークショッ
プの全行程に同行し、各セッションの記録および
フィールド調査・市内視察の様子も盛り込んだシンポ
ジウム／ワークショップの拡大版記録映像を撮影・編
集した。これにより、シンポジウム／ワークショップ
の様子だけでなく、開催地となったアチェの社会的背
景や津波から7年目の姿を理解する助けとなることを
願っている。
